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 近年，荒川水系では天然アユのそ上が増え，これま

でほとんどアユの姿が見られなかった都市部の河川で

も生息が見られるようになった． 

 そこで，天然アユがそ上するようになった朝霞市と

新座市を流れる黒目川 (図1) において，アユ資源を持

続的に利用するための基礎的知見を得るため，そ上し

たアユの生息密度と産卵環境について明らかにした． 

 調査に際し，黒目川に親しむ会，埼玉県漁業協同組

合連合会，埼玉南部漁業協同組合の方々に黒目川の状

況に関する情報提供など，様々な御協力をいただきま

したことを感謝します． 

 

 

材料および方法 

  

1 生息密度 

 調査水域は，朝霞市の城山公園前，わくわくドーム

前，朝霞三中前の 3 地点および新座市の新座大橋上流，

貝沼橋の 2 地点の 5 カ所とした (図 2)．生息密度は，

瀬と淵に分けて3人で1回ずつ投網 (21節 1200目) で

アユを採捕し，対象水域の水面積と投網の面積との割

合と，1 網あたりの平均採捕尾数から推計した．水面

積の算出は，川幅 (m) に流程 (m) を乗じて算出した．

川幅は，各調査水域のうちの 3 カ所について測定し，

その平均値を使用した．また，投網 1 回あたりの面積

は，5.3 ㎡とした．調査日は，解禁日 (6 月 1 日) 直前 

 

である 2012 年 5 月 29 日に行った． 

 

2 産卵環境 

 2012 年 11 月 13 日に，朝霞市を流れる黒目川の岡橋

上流と東武東上線上流 (図 2) において，産卵環境の測

定を実施した．産卵環境は，卵が多く観察された付近

の流速と水深を測定した．また，川床材料を水産研究

所に持ち帰って乾燥し，震とう機によって 0.5 ㎜以下，

0.5 ㎜～0.5 ㎝，0.5～1 ㎝，1～3 ㎝，3 ㎝以上の 5 段階

にふるい分け，重量を測定した． 

 アユの産卵に適する河床材料の大きさは，体長と関

連がある (石田 1961)．そこで，産卵を行うアユの成

長を確認するため，2012 年 10 月 29 日に朝霞三中前に

おいて，投網 (21 節 1,200 目) によってアユを採捕し，

全長と体長を測定した． 

 

結果および考察 

 

 1 生息密度 

 各調査地点の水面積は，1,230～2,886 ㎡であった．

わくわくドーム前と貝沼橋では平瀬が認められず，早

瀬と淵のみであった (表 1) ．推計したアユの資源量

は，城山公園前が最も少なく 22 尾であり，朝霞三中前

が 1,408 尾で最大であった．生息密度で示すと，城山

公園前が0.01尾で朝霞三中前が0.49尾／㎡という結果

であった (表 2)．
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アユの生息密度の目安としては，0.7 尾／㎡という数

値が報告されている (川那部ら 1959) ．黒目川にお

けるアユの生息密度は，目安である 0.7 尾／㎡より

も低かった．5 月 29 日は，アユの解禁日前であり，

まだ遊漁者による漁獲圧がかかっていない状況を考

慮すると，黒目川のアユの生息密度は，遡上尾数の

増加や放流によって増える余地があると考えられ

る． 

 

2 産卵環境 

 採捕したアユは 8 尾で，これらのアユの体長は

16.6～21.9 ㎝の範囲にあり，平均体長は 19.0 ㎝であ

った．また，全長は 18.9～25.4 ㎝の範囲にあり，平

均全長は 21.5 ㎝であった． 

 11 月 13 日に，岡橋と上流の水道橋の間において

アユの卵を確認した．卵を確認した付近の流速は

0.30～0.77m/s，水深が 16～19 ㎝であった．また，同

日東武東上線上流でも卵を確認した．この付近の流

速は 0.75～1.57m/s，水深が 14～30 ㎝であった．ア

ユの産卵床での適切な流速は 0.6～1.2m/s，水深は 10

～60 ㎝とされる (中村・柳生 2009) ．黒目川のアユ

の産卵床における流速と水深は，おおむね適切な範

囲内であった．   

 アユの産卵に適する河床材料の大きさは，0.5～3

㎝とされる (中村・柳生 2009)．アユは産卵時に底

質の砂礫を動かしながら産卵するため，卵はある大

きさ以上の礫には産み着けず，その大きさの限界は

小さい魚ほど小さくなる (石田 1961)．また，0.5mm

以下の砂泥の沈殿がないことが望ましい (白石・鈴

木 1962，石田 1967)．黒目川のアユにおける産卵に

適した砂礫の大きさは，10 月におけるアユの平均全

長が 21.5 ㎝で 14 ㎝を越えていることから，1 ㎝以上

の砂礫でも利用可能であり (石田 1961)，中村・柳

生 (2009) が示した 0.5～3 ㎝であると考えられる．

東武東上線上流と岡橋上流の砂礫組成を，図 3 に示

した．東武東上線上流の産卵床では，3 ㎝を越える

石が比較的多く見られるため，アユの産卵床として

は，このような石を除くと良いと考えられた．岡橋

上流の産卵床では，0.5mm 以下の砂が 13％であり，

このような細かい砂が少なくなると，より良い産卵

床 に な る と 考 え ら れ た ． 以 上 の よ う に ，          

黒目川におけるアユの産卵を促進するためには，河

床を耕耘して，0.5～3 ㎝程度のきれいな礫を露出さ

せるなど，産卵床の底質を調整すると良いと考えら

れた． 

 

 

 

 

 

図 1 黒目川の位置を示した地図 

荒川

利根川

江戸川

黒目川

図 2 黒目川の調査地点を示した地図 
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流程
 (m)

平均川幅
(m)

調査範囲の
面積(㎡)

早瀬面積

(㎡)

平瀬面積

(㎡)

淵面積
 (㎡)

城山公園 150 13.5 2,020 104 1,800 116

わくわく 150 11.3 1,700 1,413 － 288

朝霞三中 200 14.4 2,887 24 2,102 760

新座大橋 150 8.9 1,341 563 652 125

貝沼橋 100 12.3 1,230 1,185 － 45

表 1 各水域の瀬と淵の面積 

岡橋上流 東武東上線上流 
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図 3 黒目川の東武東上線上流と岡橋上流の産卵床における底質組成 

表 2 各水域の推定資源量と生息密度 

早
瀬

平
瀬

淵

城山公園 0 0 3 3 22 0.01

わくわく 2 － 8 10 322 0.19

朝霞三中 3 7 10 20 1,408 0.49

新座大橋 1 7 12 20 417 0.31

貝沼橋 1 － 2 3 120 0.10

採捕尾数 (尾)
合計尾数

(尾)

資源量

(尾)

生息密度
(尾/㎡)

資源量 (尾) = 早瀬面積÷調査面積 (投網の面積 5.3 ㎡×3 人)×早瀬採捕尾数+平瀬面積÷調査面積×平瀬採捕尾数   

+淵の面積÷調査面積×淵採捕尾数 

生息密度 (尾／㎡) = 資源量÷調査範囲の面積 

https://www.jstage.jst.go.jp/A_PRedirectJournalInit/-char/ja/?sryCd=suisan1932&noVol=27&noIssue=12&kijiCd=27_12_1052&screenID=AF06S010

